
 

  

■ はじめに 

アシュワガンダ（Withania somnifera）はアーユルヴェー

ダ薬草の一種で、数千年にわたり、インドの伝統的家庭医

学において健康増進及び病気の治療のために広く使わ

れている。しかしながら、その活性成分及び作用メカニズ

ムは、ごく最近になり解明が始まった。我々は、まず従来

からよく使われてきた根を対照としつつ、葉のアルコール

抽出物ならびに水抽出物の抗がん、抗老化及び抗ストレ

ス生理活性について解析した。アルコール抽出物の活性

成分として withaferinA 及び withanone が同定される一方、

水抽出物では triethylene glycol (TEG)が同定されたが、

両者は異なるメカニズムを介して作用していた。さらに、in 

vitro での抗がん及び抗ストレス活性は in vivo アッセイに

おいても確認された。 

 

■ 活動内容 
１．抗がん活性の分子メカニズム 

細胞ベースのアッセイにより、アルコール抽出物ならび

に水抽出物の抗がんの可能性について判定した。両者と

も、がん細胞に対する毒性を引き起こしたが、作用メカニ

ズムは異なっていた。アルコール抽出物と水抽出物はそ

れぞれ活性化したp53およびpRb腫瘍抑制タンパク質を介

して作用した。  

２．有効成分を豊富に含む抽出物の生成 

様々なソースからのアシュワガンダの葉及び根のアル

コール抽出物または水抽出物を用いて、その成分及び生

理活性について分析を行った。Withanolides（Withferin A

及びWithanone）の含有量は、HPLC分析により測定した。  

●葉は根に比べて10〜20倍高い量のWithanolidesを含

有する。 

●シクロデキストリンを使用して、Withanolidesを豊富に

含む葉の新規な抽出方法が開発された。 

●我々は、植物工場におけるアシュワガンダの水耕栽

培システムを立ち上げ、栽培したアシュワガンダの機

能特性評価を行った。 

■ 関連情報等（特許関係、施設） 
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